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日
本
漢
方
に
お
け
る
最
も
代
表
的
な
医
説
に
江
戸
時
代
中
期
、

吉
益
南
涯
が
提
唱
し
た
気
・
血
・
水
論
が
あ
る
ｐ
こ
の
医
説
に
み

ら
れ
る
気
・
血
・
水
は
生
理
的
に
循
環
す
る
気
や
体
液
で
は
な

く
、
血
毒
（
流
血
）
・
水
毒
と
い
っ
た
病
的
な
体
液
を
意
味
す
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
直
接
的
に
は
南
涯
の
父
、
吉
益
東

洞
の
万
毒
一
毒
説
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
源
を

遡
る
と
、
戦
国
時
代
以
来
の
金
瘡
治
療
や
南
蛮
流
・
紅
毛
流
の
医

説
か
ら
の
影
響
を
推
定
し
得
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
と
に
「
血
」

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
た
い
。

数
多
く
の
金
瘡
書
に
共
通
し
た
特
徴
と
し
て
、
病
理
・
生
理
に

関
す
る
記
述
の
極
め
て
少
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
い
と
い
う

切
迫
し
た
状
況
の
中
で
は
、
理
論
よ
り
実
際
が
先
行
す
る
こ
と
に

Ｉ
‐
７
江
戸
時
代
の
金
瘡
治
療
に
お
け
る
「
血
」

の
概
念
の
展
開
Ｉ
紅
毛
流
外
科
と
気
血
水
論

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

由
来
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
解
剖
学
や
外
科

学
の
弱
い
中
国
伝
統
医
学
の
理
論
が
役
立
た
な
い
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
あ
ろ
う
。
中
国
伝
統
医
学
で
は
「
血
」
は
「
衛
気
・
営

血
」
と
い
っ
た
経
絡
論
の
中
で
統
括
さ
れ
、
実
際
に
見
ら
れ
る
血

管
を
流
れ
る
血
液
の
イ
メ
ー
ジ
は
乏
し
い
。
江
戸
時
代
、
蘭
方
書

の
解
剖
図
を
見
て
、
漢
方
の
解
剖
学
の
貧
困
さ
に
驚
憎
し
、
脈
分

け
が
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
金
瘡
治
療
を
行
な
っ
て
い
た
人
々

は
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
こ
の
問
題
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
が
容
易

に
推
測
さ
れ
る
。

金
瘡
医
が
扱
っ
た
「
血
」
の
用
例
を
見
る
と
、
血
止
め
、
血
縛

り
、
血
逆
、
駆
癌
血
、
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
非
生
理
的
状
態
に
あ
る

血
液
を
対
照
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
本
発
表
で
は
、

「
血
の
道
」
症
に
注
目
し
た
い
。
今
日
で
は
「
産
褥
時
・
月
経

時
・
更
年
期
な
ど
の
婦
人
に
見
ら
れ
る
頭
痛
・
逆
上
・
温
熱
感
、

寒
冷
感
、
発
汗
な
ど
の
症
状
」
を
意
味
す
る
が
、
本
報
告
で
の

「
血
の
道
」
は
婦
人
病
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
用
例
を

見
る
と
、
「
（
手
負
イ
シ
テ
）
物
二
狂
ハ
血
道
ノ
故
也
」
（
「
古
今
枢

要
集
」
）
、
「
痛
手
負
ヌ
ル
人
ハ
血
道
タ
カ
ヒ
テ
、
ヒ
タ
ソ
リ
ニ
ソ

ル
コ
ト
ア
リ
」
今
金
瘡
療
治
紗
」
）
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
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「
血
の
道
」
と
は
、
手
負
い
に
よ
る
出
血
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、

正
規
の
通
路
で
な
い
新
し
い
「
血
の
道
」
を
作
り
な
が
ら
血
が
逆

上
す
る
症
状
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
金
瘡
医
は
産
科

も
兼
ね
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
金
瘡
治
療
に
お
け
る
「
血
の
道
」

は
、
平
和
な
時
代
に
な
る
に
つ
れ
、
婦
人
科
の
専
門
用
語
と
し
て

残
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

金
瘡
治
療
に
お
け
る
「
血
」
の
病
の
処
方
に
は
、
白
朝
散
、
太

白
散
な
ど
の
よ
う
に
、
四
物
湯
（
当
帰
苛
薬
、
川
言
、
地
黄
）
が

基
本
処
方
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
本
処
方
は
、
今
日
で
は
、
中
国

で
も
日
本
で
も
婦
人
科
の
基
本
処
方
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
原

出
典
は
中
国
唐
代
の
外
科
害
「
仙
授
理
傷
続
断
方
』
で
あ
り
、
駆

癌
血
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
中
両
国
で
四
物
湯
が
外
科

領
域
の
駆
癌
血
剤
か
ら
婦
人
科
の
処
方
へ
と
展
開
し
て
い
る
点
は

興
味
深
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
金
瘡
治
療
で
扱
っ
て
い
る

「
血
」
が
外
傷
、
打
撲
、
出
産
、
月
経
な
ど
に
伴
な
う
実
体
を
持

っ
た
「
血
」
を
対
照
と
し
て
お
り
、
「
衛
気
・
営
血
」
と
い
っ
た

観
念
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

一
方
、
江
戸
前
期
に
導
入
さ
れ
た
南
蛮
流
・
紅
毛
流
医
学
の
外

科
治
療
を
見
る
と
、
そ
の
基
盤
と
な
る
医
学
理
論
は
四
体
液
論
で

あ
り
、
「
夫
人
間
之
五
体
ニ
ウ
モ
ル
ト
云
血
ノ
名
四
シ
有
」
の
よ

う
に
、
当
時
は
四
体
液
は
血
液
の
種
類
（
分
画
）
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
南
蛮
・
紅
毛
流
の
、
実
体
の
あ
る
四
体

液
は
金
瘡
治
療
の
「
血
」
の
治
療
の
要
望
に
合
致
し
、
積
極
的
に

受
容
さ
れ
た
こ
と
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

吉
益
南
涯
の
気
血
水
医
学
が
金
瘡
治
療
の
影
響
を
受
け
た
と
い

う
報
告
は
こ
れ
ま
で
な
い
が
、
舘
野
正
美
氏
の
報
告
に
あ
る
よ
う

に
、
父
親
の
東
洞
が
金
瘡
医
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
南
涯
の
気
血
水
医
学
も
金
瘡
治
療
と
つ
な

が
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
演
者
ら
は
日
本
漢
方
の
古
方

派
の
成
立
の
基
盤
に
室
町
時
代
以
降
の
金
瘡
治
療
の
影
響
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
本
研
究
の
結
果
も
そ
の
一
例
と
言
え
る
。

本
研
究
は
本
学
卒
研
生
、
石
川
幸
乃
さ
ん
の
協
力
を
得
、
科
学
研
究

費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
（
二
、
課
題
番
号
一
四
○
二
三
一
○
四
の

一
環
で
行
っ
た
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
用
植
物
・
漢
方
研
究
室
）


